
英語のブルーム（bloom）は開花期・花盛り・元気・健康真っ盛り・顔の健康色という意味です。桜
重
八Bloom Letter 32号

年 3 月

二
月
三
日
（
日
）
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜
で
三
味
線
の
演
奏
会

と
恒
例
の
「
節
分
豆
ま
き
」
が
あ
り
ま
し
た
。

五
人
の
女
性
に
は
、
お
名
前
は
も
と
よ
り
（
源
氏
名
）
が
お
あ
り

で
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
は
坂
東
幸
葵
様
で
文
字
通
り

（
師
匠
）、
酒
井
志
賀
様
（
ロ
ー
ザ
）、
山
崎
美
喜
子
様
（
ミ
キ
テ
ィ
）、

「
う
た
し
の
会
」
三
味
線
演
奏
会
と
節
分
豆
ま
き

勝
山
眞
貴
子
様
（
マ
キ
）、
竹
中
規
子
様
（
ノ
リ
ピ
ー
）
で
す
。
ど
こ

か
で
お
聞
き
し
た
よ
う
な
気
が
す
る
「
源
氏
名
」
で
す
が
、
こ
れ
だ

け
で
も
、
皆
さ
ん
が
楽
し
み
な
が
ら
演
奏
活
動
を
は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
、
と
楽
し
く
な
り
ま
し
た
デ
ス
。

感
謝
い
た
し
ま
す
！

八重桜の掲示板

カメラ散歩

居宅介護支援事業所 八重桜

見えにくくなると眼鏡をかけるように、
聞こえにくくなると何があるでしょうか。
その方にとって、「聞こえ」は違います。
普段の生活に困り、ストレスを感じるの
であれば、耳鼻科や補聴器販売の専門
家の聴力検査を受け、「聞こえ」を知る
ことは一つです。調整した補聴器を試
しに装着し、様子をみることもできま
す。聞こえないことの負担が軽減されれ
ばいいことです。でも、電池の交換など
の管理のほか、補聴器をつける違和感
があれば、他の手段もあります。基本は、
近い距離で口元を見せ、はっきりと大き
めの声を出すことがいいようです。

まだまだインフルエンザにご注意ください。

デイサービス 八重桜

やっと暖かくなってきてもうすぐ春で
すね。今月も「琴友会による大正琴」
「紙細工」「ＡＬＷＡＹＳコンサート」
「フルート演奏による音楽セッショ
ン」「ホワイトデー」それ以外にも皆
様に喜んで頂けるようなイベント目白
押しとなっています。春になってぬく
くなってくるとやっぱりお出かけも楽
しくなってきますよね！その時は是非、
八重桜にお越し下さい。

ステイケア 八重桜

梅の花が咲き始め日差しも暖かくなり、
段々春が顔を出してきました。この時期
の大きな行事と言えば桃の節句ですね。
ひな人形を飾ったり、ちらし寿司などお
いしい料理を食べたりなど楽しいこと
がたくさんありますね。ステイケアでは、
利用者様の部屋を見回りして変化はな
いかとお見守りしています。皆様のご
利用をスタッフ一同お待ちしています。

デイハウス 八重桜

暖かい日が多くなり、春の気配を感じます。
デイハウスの皆様は、歌が大好きです。こ
の間まで、たき火、かあさんの歌など冬の
歌を唄っていましたが、今は春の歌を歌い
ます。春の小川、春が来た、朧月夜…心
が明るくなって、皆様の表情も笑顔にかわ
り、スタッフもにこにこです。春ですね。

デイサービス八重桜　月例工作作品

デイガーデン 八重桜
暦の上では「春」ですが、庭のプランター
やお花には時折雪が積もる日もあります。
植え替えたばかりのパンジーにも霜が降
りてしまうので夜はテラスになおして寒さ
をしのいでいます。そんな中、楽しみなこ
ともあります！それは、梅の木にたくさん
蕾がついてきた事です。開花が楽しみで
す。皆さんと一緒に暖かい春を待ちながら、
日々元気に過ごしていきたいと思います。

 中山 實男　（写真 :文）

「西大寺」
　奈良時代に平城京周辺に存在して朝廷の保護を受けた７つの
お寺を、南都七大寺と言います。その中に、裸祭りで有名な岡
山の西大寺と混同される事が有りますが、近鉄大和西大寺駅の
近くに西大寺が在ります。創建当時は大仏で有名な「東大寺」
と相対する西の大寺院でした。764年孝謙上皇が戦乱の平定を
祈願して金銅四天王像の造立を発願し、765年に四天王像が造
立されると同時に西大寺が創建され、そして奈良時代には隆盛
を誇ったのです。しかし平安時代に入って衰退し、火災や台風
により多くの堂塔が失われ、当時大きな権力を誇っていた興福
寺の支配下に入って行きました。その後西大寺の中興の祖となったのは鎌倉時代の僧叡尊で、西大寺の復興を果たした
が、1502年の大火災で又多大な被害を受けました。現在の建物は全て江戸時代以降の再建です。

企画・監修 株式会社ウェルネット　発行元 株式会社八重桜
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今
月
の
名
言
・
格
言

あ
る
人
に
合
う
靴
も
、
別
の
人
に
は

窮
屈
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
に

適
す
る
人
生
の
秘
訣
な
ど
な
い
。

カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ン
グ

社
員
投
稿
欄

デイガーデン 新薬師

｢明かりをつけましょうぼんぼりに～｣
只今、皆様とお雛様の制作中です。色々
な表情の雛人形ができそうです。
３月３日には雛人形の前で雛あられを
食べながら、お話しましょう。
皆様お元気です。外はまだまだ寒いで
すが、利用者様、職員の笑顔が絶えな
いデイガーデン新薬師です。

施設長 中川 雅義

デイ&ナイトサービス 八重桜

三月はお雛さま。最近は段飾りが少なくなっ
てきているようです。狭いマンションなので
飾る場所や保管場所と関係するらしい。以
前に和歌山の淡島神社に行きました。そこに
はすごい数のお雛様や人形が供養の為に納
められていました。当施設には陶芸でできた
お雛様が玄関に飾ってあります。顔の表情も
様々ですがなんとなく心和みますよね？日本
の伝統行事も確かに変わりつつあります。

　

職
員
が
扮
す
る
赤
鬼
、
青
鬼
、
黒
鬼
が
利
用

者
の
皆
さ
ん
か
ら
豆
の
替
わ
り
の
ボ
ー
ル
を
投

げ
ら
れ
て
、
降
参
で
し
た
！

奈
良
の
本
物
の
山
桜
を
手
に
し
て
、
三
味
線

に
合
わ
せ
て
優
雅
な
舞
を
披
露
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

八
重
桜
の
将
来
に
向
け
て

目
指
す
も
の

 

生
活
相
談
課
長　

高
橋 

光
雄

私
の
八
重
桜
で
の
勤
務
歴
は
浅
い
の
で
す
が

平
成
八
年
よ
り
介
護
事
業
に
携
わ
り
、
今
年
で

十
六
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

老
健
施
設
勤
務
か
ら
始
め
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
相
談
業
務
、

管
理
運
営
業
務
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
過
程
で
諸
先
輩
方
に
助
言
、
指
導

を
頂
い
た
こ
と
で
今
日
の
自
分
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
さ
て
、
こ
れ
か
ら
八
重
桜
グ
ル
ー

プ
は
新
た
な
事
業
を
展
開
し
つ
つ
大
き
な
変
革

時
期
に
突
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
グ
ル
ー

プ
と
し
て
そ
の
展
開
に
対
応
で
き
る
職
員
力
を

ど
れ
だ
け
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
八
重
桜
グ
ル
ー
プ
に
て
週
二
回
桜
塾

と
い
う
職
員
全
体
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
現
任
研
修
と
い
う
形
で
、介
護
技
術
、

知
識
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ナ
ー
、
医
療
知
識
等
の
内

容
を
実
践
を
交
え
て
研
修
・
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
の
目
的
は
、
介
護
技
術
、
知
識
向

上
は
も
と
よ
り
、
よ
り
利
用
者
様
に
喜
ん
で
頂

く
に
は
ど
う
い
っ
た
お
も
て
な
し
が
必
要
な
の

か
を
考
え
て
い
く
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
点
は
、
職
員
が
主
体
性
を
も
つ
よ
う

に
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
位
置
付
け
た
職
員

が
現
任
研
修
を
開
催
し
、
職
員
自
身
が
運
営
す

る
研
修
体
制
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
外
部
研
修
、
外
部
講
師
を
招

い
た
研
修
も
開
催
し
よ
り
専
門
性
を
高
め
て

い
ま
す
。
私
自
身
が
今
ま
で
先
輩
か
ら
教
え

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
職
員
の
方
々
へ
伝

え
て
い
く
こ
と
が
私
の
役
割
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
後
八
重
桜
グ
ル
ー
プ
は
、
人
材
教
育
に
更

に
力
を
入
れ
利
用
者
様
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る
お

も
て
な
し
を
提
供
で
き
る
よ
う
、「
八
重
桜
を

利
用
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。



　

春
の
色

青
春
、
朱
夏
、
白
秋
、
玄
冬
。

古
来
春
の
色
は
青
で
象
徴
さ
れ
て
い
る
が
、
私
に
は
な

か
ん
ず
く
、
春
の
早
い
頃
は
桃
色
の
感
じ
が
す
る
。
季
節

の
入
り
口
に
ひ
な
祭
り
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い

は
、
桜
の
開
花
が
間
近
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
陽
の
短
い
玄
い
（
暗
い
）
季
節
か

ら
景
色
が
明
る
く
輝
き
だ
す
春
は
生
命
の
息
吹
く
音
が

す
る
。

季
節
は
め
ぐ
り
今
年
も
ま
た
生
か
さ
れ
る
。
あ
り
が
た

し
。
喜
ば
れ
る
料
理
を
作
ら
な
け
れ
ば
！

馳
せ
走
る 

　
　
　
　
　
　
　 

の
ひ
と
り
ご
と  

西 

勝
康

食
の

匠

Day garden 二
月
十
三
日
に
は
、
マ
ロ
ン
フ
レ
ン
ズ
の
８
名
様
の
演
奏
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

マ
ロ
ン
と
は
司
会
と
進
行
を
務
め
た
リ
ー
ダ
ー
の
板
橋
様
の
お
名
前
に
「
栗
（
マ
ロ
ン
）」
と
い
う
文
字
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

板
橋
様
を
中
心
に
集
ま
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
「
マ
ロ
ン
フ
レ
ン
ズ
」
と
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
ギ
タ
ー
は
清
水
様
、

ア
コ
ー
デ
オ
ン
は
島
川
様
、
フ
ル
ー
ト
は
小
田
様
、
大
正
琴
は
中
川
様
、
ピ
ア
ノ
・
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
は
岡
田
様
、
ボ
ー
カ
ル

お
三
人
は
清
水
様
、
島
奥
様
、
リ
ー
ダ
ー
の
板
橋
様
で
し
た
。
十
六
年
の
ご
活
躍
だ
そ
う
で
す
。

皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
！ 　

　

施
設
長
／
綾
部 

俊
治

俳
句
教
室
発
表
句
（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

長
谷
川 

美
紀
（
俳
句
教
室
担
当
）

お
水
取
り
奈
良
に
は
古
き
行
事
あ
り 

稲 

場  

克 

允 

伝
統
は
今
も
変
わ
ら
ず
引
き
継
が
れ
て
ま
す
ね
。

彼
岸
花
赤
々
燃
ゆ
る
山
の
上 

中 

田 

き
し
を 

彼
岸
花
の
群
生
は
燃
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
ね
。

亡
き
人
の
面
影
忍
ぶ
彼
岸
か
な 

浅 

川  

純 

子 

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
来
る
よ
う
で
す
。

お
水
取
り
一
度
だ
け
だ
が
忘
れ
得
ぬ 

河
嵜 

す
ゞ
子 

千
二
百
六
十
年
も
続
く
行
事
で
す
か
ら
印
象
深
い
で
す
。

鶯
の
鳴
き
声
響
く
庭
先
で 

平 

川  

君 

枝 

梅
香
る
さ
わ
や
か
な
風
景
が
浮
か
び
ま
す
ね
。

お
水
取
り
若
狭
の
水
も
取
り
入
れ
て 

 

居 

ヨ
シ
ヱ 

若
狭
か
ら
運
ぶ
霊
水
。
す
ご
い
で
す
ね
！

マ
ロ
ン
フ
レ
ン
ズ
の
皆
様
に
よ
る
楽
し
い
音
楽
会
。

デ
イ
ガ
ー
デ
ン
八
重
桜
の
二
月

デ
イ
ガ
ー
デ
ン
新
薬
師
の
二
月

ギ
タ
ー
弾
き
語
り
の
ジ
ョ
ン
さ
ん
こ
と
清
水
様

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
岡
田
様

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜
の
二
月

善
意
の
車
椅
子
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

二
月
五
日（
火
）に
、（
宗
教
法
人
）霊
友
会
第
八
支
部
青
年
部
・

奈
良
北
部
の
皆
さ
ま
か
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜
へ
、
一
昨

年
の
十
二
月
に
続
い
て
車
椅
子
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
青
年
部
の

皆
様
が
苦
労
し
て
空
き
缶
の
プ
ル
ト
ッ
プ
を
沢
山
集
め
ら
れ
て

車
椅
子
を
確
保
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
青
年
部
の
皆
様
の
ご
厚
意

に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

施
設
長
／
綾
部 

俊
治

二
月
十
四
日
（
木
）
に
い
つ
も
来
て
く
れ
る
チ
ョ

コ
ち
ゃ
ん
と
交
流
し
ま
し
た
。
ワ
ン
チ
ャ
ン
の
人
間

を
信
頼
す
る
無
垢
な
心
が
人
間
の
心
も
癒
し
て
く

れ
ま
す
。

よ
ほ
ど
可
愛
い
か
っ
た
か
し
ら
お
父
さ
ん
か
ら

キ
ッ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

ま
ん
ざ
ら
で
も
な
い
よ
！
ワ
ン
！

二
月
四
日
（
月
）
デ
イ
ガ
ー
デ
ン
新
薬
師
で
は
十
日
後

の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
向
け
て
色
と
り
ど
り
の
ハ
ー
ト

作
っ
て
壁
い
っ
ぱ
い
に
張
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

「
大
好
き
な
人
に
チ
ョ
コ
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
ど
な

た
に
渡
し
ま
す
か
？
」皆
様
に
お
聞
き
す
る
と
、一
様
に「
だ

ん
な
様
！
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
愛
情
い
っ
ぱ

い
の
ひ
と
時
で
し
た
。 

施
設
長
／
中
川 

雅
義

節
分
の
お
土
産
用
の
鬼
の
面
に
豆
、
ポ
チ
袋

も
皆
で
作
り
ま
し
た
。
二
月
は
忙
し
い
の
で
す

ヨ
！ 

三
月
の
ひ
な
祭
り
の
準
備
も
万
全
で
す
。

デ
イ
ガ
ー
デ
ン
八
重
桜
に
は
「
工
作
」
の
名
人

が
お
ら
れ
る
の
で
、
ご
指
導
を
頂
い
て
い
ま
す
。

 

施
設
長
／
塩
田 

智
美

Dog Therapy ―ワンチャンと親しむ！

綾
部
俊
治
施
設
長
か
ら
青
年
部
へ
感
謝
状
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

左
写
真
は
元
気
な
内
山
光
子
様
で
す
。

鬼の面を粋
に斜めにか

ぶって仲良
し二人

デ
イ
＆
ナ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜
の
二
月
（
ド
ッ
グ
セ
ラ
ピ
ー
）

Bloom Letter　ブルームレターBloom Letter　ブルームレター



　

春
の
色

青
春
、
朱
夏
、
白
秋
、
玄
冬
。

古
来
春
の
色
は
青
で
象
徴
さ
れ
て
い
る
が
、
私
に
は
な

か
ん
ず
く
、
春
の
早
い
頃
は
桃
色
の
感
じ
が
す
る
。
季
節

の
入
り
口
に
ひ
な
祭
り
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い

は
、
桜
の
開
花
が
間
近
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
陽
の
短
い
玄
い
（
暗
い
）
季
節
か

ら
景
色
が
明
る
く
輝
き
だ
す
春
は
生
命
の
息
吹
く
音
が

す
る
。

季
節
は
め
ぐ
り
今
年
も
ま
た
生
か
さ
れ
る
。
あ
り
が
た

し
。
喜
ば
れ
る
料
理
を
作
ら
な
け
れ
ば
！

馳
せ
走
る 

　
　
　
　
　
　
　 

の
ひ
と
り
ご
と  

西 

勝
康

食
の

匠

Day garden 二
月
十
三
日
に
は
、
マ
ロ
ン
フ
レ
ン
ズ
の
８
名
様
の
演
奏
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

マ
ロ
ン
と
は
司
会
と
進
行
を
務
め
た
リ
ー
ダ
ー
の
板
橋
様
の
お
名
前
に
「
栗
（
マ
ロ
ン
）」
と
い
う
文
字
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

板
橋
様
を
中
心
に
集
ま
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
「
マ
ロ
ン
フ
レ
ン
ズ
」
と
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
ギ
タ
ー
は
清
水
様
、

ア
コ
ー
デ
オ
ン
は
島
川
様
、
フ
ル
ー
ト
は
小
田
様
、
大
正
琴
は
中
川
様
、
ピ
ア
ノ
・
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
は
岡
田
様
、
ボ
ー
カ
ル

お
三
人
は
清
水
様
、
島
奥
様
、
リ
ー
ダ
ー
の
板
橋
様
で
し
た
。
十
六
年
の
ご
活
躍
だ
そ
う
で
す
。

皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
！ 　

　

施
設
長
／
綾
部 

俊
治

俳
句
教
室
発
表
句
（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

長
谷
川 

美
紀
（
俳
句
教
室
担
当
）

お
水
取
り
奈
良
に
は
古
き
行
事
あ
り 

稲 

場  

克 

允 

伝
統
は
今
も
変
わ
ら
ず
引
き
継
が
れ
て
ま
す
ね
。

彼
岸
花
赤
々
燃
ゆ
る
山
の
上 

中 

田 

き
し
を 

彼
岸
花
の
群
生
は
燃
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
ね
。

亡
き
人
の
面
影
忍
ぶ
彼
岸
か
な 

浅 

川  

純 

子 

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
来
る
よ
う
で
す
。

お
水
取
り
一
度
だ
け
だ
が
忘
れ
得
ぬ 

河
嵜 

す
ゞ
子 

千
二
百
六
十
年
も
続
く
行
事
で
す
か
ら
印
象
深
い
で
す
。

鶯
の
鳴
き
声
響
く
庭
先
で 

平 

川  

君 

枝 

梅
香
る
さ
わ
や
か
な
風
景
が
浮
か
び
ま
す
ね
。

お
水
取
り
若
狭
の
水
も
取
り
入
れ
て 

 

居 

ヨ
シ
ヱ 

若
狭
か
ら
運
ぶ
霊
水
。
す
ご
い
で
す
ね
！

マ
ロ
ン
フ
レ
ン
ズ
の
皆
様
に
よ
る
楽
し
い
音
楽
会
。

デ
イ
ガ
ー
デ
ン
八
重
桜
の
二
月

デ
イ
ガ
ー
デ
ン
新
薬
師
の
二
月

ギ
タ
ー
弾
き
語
り
の
ジ
ョ
ン
さ
ん
こ
と
清
水
様

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
岡
田
様

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜
の
二
月

善
意
の
車
椅
子
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

二
月
五
日（
火
）に
、（
宗
教
法
人
）霊
友
会
第
八
支
部
青
年
部
・

奈
良
北
部
の
皆
さ
ま
か
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜
へ
、
一
昨

年
の
十
二
月
に
続
い
て
車
椅
子
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
青
年
部
の

皆
様
が
苦
労
し
て
空
き
缶
の
プ
ル
ト
ッ
プ
を
沢
山
集
め
ら
れ
て

車
椅
子
を
確
保
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
青
年
部
の
皆
様
の
ご
厚
意

に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 
施
設
長
／
綾
部 

俊
治

二
月
十
四
日
（
木
）
に
い
つ
も
来
て
く
れ
る
チ
ョ

コ
ち
ゃ
ん
と
交
流
し
ま
し
た
。
ワ
ン
チ
ャ
ン
の
人
間

を
信
頼
す
る
無
垢
な
心
が
人
間
の
心
も
癒
し
て
く

れ
ま
す
。

よ
ほ
ど
可
愛
い
か
っ
た
か
し
ら
お
父
さ
ん
か
ら

キ
ッ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

ま
ん
ざ
ら
で
も
な
い
よ
！
ワ
ン
！

二
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四
日
（
月
）
デ
イ
ガ
ー
デ
ン
新
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師
で
は
十
日
後

の
バ
レ
ン
タ
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ン
デ
ー
に
向
け
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色
と
り
ど
り
の
ハ
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ト

作
っ
て
壁
い
っ
ぱ
い
に
張
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て
頂
き
ま
し
た
。

「
大
好
き
な
人
に
チ
ョ
コ
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
ど
な

た
に
渡
し
ま
す
か
？
」皆
様
に
お
聞
き
す
る
と
、一
様
に「
だ

ん
な
様
！
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
愛
情
い
っ
ぱ

い
の
ひ
と
時
で
し
た
。 

施
設
長
／
中
川 

雅
義

節
分
の
お
土
産
用
の
鬼
の
面
に
豆
、
ポ
チ
袋

も
皆
で
作
り
ま
し
た
。
二
月
は
忙
し
い
の
で
す

ヨ
！ 

三
月
の
ひ
な
祭
り
の
準
備
も
万
全
で
す
。

デ
イ
ガ
ー
デ
ン
八
重
桜
に
は
「
工
作
」
の
名
人

が
お
ら
れ
る
の
で
、
ご
指
導
を
頂
い
て
い
ま
す
。

 

施
設
長
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塩
田 

智
美

Dog Therapy ―ワンチャンと親しむ！

綾
部
俊
治
施
設
長
か
ら
青
年
部
へ
感
謝
状
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

左
写
真
は
元
気
な
内
山
光
子
様
で
す
。

鬼の面を粋
に斜めにか

ぶって仲良
し二人
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（
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英語のブルーム（bloom）は開花期・花盛り・元気・健康真っ盛り・顔の健康色という意味です。桜
重
八Bloom Letter 32号

年 3 月

二
月
三
日
（
日
）
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜
で
三
味
線
の
演
奏
会

と
恒
例
の
「
節
分
豆
ま
き
」
が
あ
り
ま
し
た
。

五
人
の
女
性
に
は
、
お
名
前
は
も
と
よ
り
（
源
氏
名
）
が
お
あ
り

で
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
は
坂
東
幸
葵
様
で
文
字
通
り

（
師
匠
）、
酒
井
志
賀
様
（
ロ
ー
ザ
）、
山
崎
美
喜
子
様
（
ミ
キ
テ
ィ
）、

「
う
た
し
の
会
」
三
味
線
演
奏
会
と
節
分
豆
ま
き

勝
山
眞
貴
子
様
（
マ
キ
）、
竹
中
規
子
様
（
ノ
リ
ピ
ー
）
で
す
。
ど
こ

か
で
お
聞
き
し
た
よ
う
な
気
が
す
る
「
源
氏
名
」
で
す
が
、
こ
れ
だ

け
で
も
、
皆
さ
ん
が
楽
し
み
な
が
ら
演
奏
活
動
を
は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
、
と
楽
し
く
な
り
ま
し
た
デ
ス
。

感
謝
い
た
し
ま
す
！

八重桜の掲示板

カメラ散歩

居宅介護支援事業所 八重桜

見えにくくなると眼鏡をかけるように、
聞こえにくくなると何があるでしょうか。
その方にとって、「聞こえ」は違います。
普段の生活に困り、ストレスを感じるの
であれば、耳鼻科や補聴器販売の専門
家の聴力検査を受け、「聞こえ」を知る
ことは一つです。調整した補聴器を試
しに装着し、様子をみることもできま
す。聞こえないことの負担が軽減されれ
ばいいことです。でも、電池の交換など
の管理のほか、補聴器をつける違和感
があれば、他の手段もあります。基本は、
近い距離で口元を見せ、はっきりと大き
めの声を出すことがいいようです。

まだまだインフルエンザにご注意ください。

デイサービス 八重桜

やっと暖かくなってきてもうすぐ春で
すね。今月も「琴友会による大正琴」
「紙細工」「ＡＬＷＡＹＳコンサート」
「フルート演奏による音楽セッショ
ン」「ホワイトデー」それ以外にも皆
様に喜んで頂けるようなイベント目白
押しとなっています。春になってぬく
くなってくるとやっぱりお出かけも楽
しくなってきますよね！その時は是非、
八重桜にお越し下さい。

ステイケア 八重桜

梅の花が咲き始め日差しも暖かくなり、
段々春が顔を出してきました。この時期
の大きな行事と言えば桃の節句ですね。
ひな人形を飾ったり、ちらし寿司などお
いしい料理を食べたりなど楽しいこと
がたくさんありますね。ステイケアでは、
利用者様の部屋を見回りして変化はな
いかとお見守りしています。皆様のご
利用をスタッフ一同お待ちしています。

デイハウス 八重桜

暖かい日が多くなり、春の気配を感じます。
デイハウスの皆様は、歌が大好きです。こ
の間まで、たき火、かあさんの歌など冬の
歌を唄っていましたが、今は春の歌を歌い
ます。春の小川、春が来た、朧月夜…心
が明るくなって、皆様の表情も笑顔にかわ
り、スタッフもにこにこです。春ですね。

デイサービス八重桜　月例工作作品

デイガーデン 八重桜
暦の上では「春」ですが、庭のプランター
やお花には時折雪が積もる日もあります。
植え替えたばかりのパンジーにも霜が降
りてしまうので夜はテラスになおして寒さ
をしのいでいます。そんな中、楽しみなこ
ともあります！それは、梅の木にたくさん
蕾がついてきた事です。開花が楽しみで
す。皆さんと一緒に暖かい春を待ちながら、
日々元気に過ごしていきたいと思います。

 中山 實男　（写真 :文）

「西大寺」
　奈良時代に平城京周辺に存在して朝廷の保護を受けた７つの
お寺を、南都七大寺と言います。その中に、裸祭りで有名な岡
山の西大寺と混同される事が有りますが、近鉄大和西大寺駅の
近くに西大寺が在ります。創建当時は大仏で有名な「東大寺」
と相対する西の大寺院でした。764年孝謙上皇が戦乱の平定を
祈願して金銅四天王像の造立を発願し、765年に四天王像が造
立されると同時に西大寺が創建され、そして奈良時代には隆盛
を誇ったのです。しかし平安時代に入って衰退し、火災や台風
により多くの堂塔が失われ、当時大きな権力を誇っていた興福
寺の支配下に入って行きました。その後西大寺の中興の祖となったのは鎌倉時代の僧叡尊で、西大寺の復興を果たした
が、1502年の大火災で又多大な被害を受けました。現在の建物は全て江戸時代以降の再建です。

企画・監修 株式会社ウェルネット　発行元 株式会社八重桜

至近鉄奈良駅

N

ウエルシア法蓮店

プライスカット奈良新聞本社

至郡山

至京都

市立佐保川
小学校

佐保川

関西
本
線

新大宮

デイサービス  八重桜
デイハウス  八重桜

居宅介護支援事業所

八重桜

ステイケア  八重桜

法華寺東交差点

菰川橋東交差点

近鉄奈良線

●公的介護保険指定事業
 居宅介護支援事業所 八重桜

● 公的介護保険指定事業

 デイサービス八重桜 （一般通所介護）
 デイハウス八重桜 （認知症対応型通所介護）
● 自主事業
 ステイケア八重桜 （短期宿泊所）

〒630-8113 奈良市法蓮町632-2 デュエット山末ビル306号
TEL:0742-25-5045　FAX:0742-25-0003

〒630-8113 奈良市法蓮町410番地の2
TEL:0742-20-7205　FAX:0742-20-7201

デイガーデン

八重桜

至京都

寺
長
蓮

ホテルアジール
奈良

道
の
ぎ
ら
す
や

近鉄
奈良駅

N

高天交差点寺
方
西

り
通
橋
船

点
差
交
阪
油

ホテル
ウェルネス
飛鳥路

玉芳食堂 新薬師寺

奈良教育大学

奈良地方法務局

N
高畑町

奈良教育大学前

デイガーデン

新薬師

● 公的介護保険指定事業

　デイガーデン八重桜
　（小規模通所介護）

〒630-8247　奈良市油阪町423
TEL:0742-93-9080　FAX:0742-93-9081

● 公的介護保険指定事業

　デイガーデン新薬師
　（小規模通所介護）

〒630-8301　奈良市高畑町626-4
TEL:0742-25-3070　FAX:0742-25-3071

● 公的介護保険指定事業

　デイ&ナイトサービス八重桜
　（一般通所介護）

〒630-8453　奈良市西九条町2-4-3
TEL:0742-63-5670　FAX:0742-50-0277

デイ＆ナイトサービス

八重桜 〒

N

イオンモール
大和郡山

西九条町南
西九条町

杏町

ロイヤル
ホームセンター

奈良マツダ
西九条店

カメラの
キタムラ

R24
至郡山I.C

文



今
月
の
名
言
・
格
言

あ
る
人
に
合
う
靴
も
、
別
の
人
に
は

窮
屈
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
に

適
す
る
人
生
の
秘
訣
な
ど
な
い
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員
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お雛様が玄関に飾ってあります。顔の表情も
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の伝統行事も確かに変わりつつあります。

　

職
員
が
扮
す
る
赤
鬼
、
青
鬼
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黒
鬼
が
利
用

者
の
皆
さ
ん
か
ら
豆
の
替
わ
り
の
ボ
ー
ル
を
投

げ
ら
れ
て
、
降
参
で
し
た
！

奈
良
の
本
物
の
山
桜
を
手
に
し
て
、
三
味
線

に
合
わ
せ
て
優
雅
な
舞
を
披
露
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

八
重
桜
の
将
来
に
向
け
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目
指
す
も
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管
理
運
営
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務
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せ
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た
だ
き
ま

し
た
。
そ
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。
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て
、
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れ
か
ら
八
重
桜
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事
業
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突
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す
る
こ
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な
り
ま
す
。
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ル
ー
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し
て
そ
の
展
開
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応
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ど
れ
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あ
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。

現
在
、
八
重
桜
グ
ル
ー
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週
二
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と
い
う
職
員
全
体
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議
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開
催
し
て
い
ま
す
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そ
の
中
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修
と
い
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で
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催
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。
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介
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催
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を
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。
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新薬師

● 公的介護保険指定事業

　デイガーデン八重桜
　（小規模通所介護）

〒630-8247　奈良市油阪町423
TEL:0742-93-9080　FAX:0742-93-9081

● 公的介護保険指定事業

　デイガーデン新薬師
　（小規模通所介護）

〒630-8301　奈良市高畑町626-4
TEL:0742-25-3070　FAX:0742-25-3071

● 公的介護保険指定事業

　デイ&ナイトサービス八重桜
　（一般通所介護）

〒630-8453　奈良市西九条町2-4-3
TEL:0742-63-5670　FAX:0742-50-0277

デイ＆ナイトサービス

八重桜 〒

N

イオンモール
大和郡山

西九条町南
西九条町

杏町

ロイヤル
ホームセンター

奈良マツダ
西九条店

カメラの
キタムラ

R24
至郡山I.C

文



今
月
の
名
言
・
格
言

あ
る
人
に
合
う
靴
も
、
別
の
人
に
は

窮
屈
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
に

適
す
る
人
生
の
秘
訣
な
ど
な
い
。

カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ン
グ

社
員
投
稿
欄

デイガーデン 新薬師

｢明かりをつけましょうぼんぼりに～｣
只今、皆様とお雛様の制作中です。色々
な表情の雛人形ができそうです。
３月３日には雛人形の前で雛あられを
食べながら、お話しましょう。
皆様お元気です。外はまだまだ寒いで
すが、利用者様、職員の笑顔が絶えな
いデイガーデン新薬師です。

施設長 中川 雅義

デイ&ナイトサービス 八重桜

三月はお雛さま。最近は段飾りが少なくなっ
てきているようです。狭いマンションなので
飾る場所や保管場所と関係するらしい。以
前に和歌山の淡島神社に行きました。そこに
はすごい数のお雛様や人形が供養の為に納
められていました。当施設には陶芸でできた
お雛様が玄関に飾ってあります。顔の表情も
様々ですがなんとなく心和みますよね？日本
の伝統行事も確かに変わりつつあります。

　

職
員
が
扮
す
る
赤
鬼
、
青
鬼
、
黒
鬼
が
利
用

者
の
皆
さ
ん
か
ら
豆
の
替
わ
り
の
ボ
ー
ル
を
投

げ
ら
れ
て
、
降
参
で
し
た
！

奈
良
の
本
物
の
山
桜
を
手
に
し
て
、
三
味
線

に
合
わ
せ
て
優
雅
な
舞
を
披
露
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

八
重
桜
の
将
来
に
向
け
て

目
指
す
も
の

 
生
活
相
談
課
長　

高
橋 

光
雄

私
の
八
重
桜
で
の
勤
務
歴
は
浅
い
の
で
す
が

平
成
八
年
よ
り
介
護
事
業
に
携
わ
り
、
今
年
で

十
六
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

老
健
施
設
勤
務
か
ら
始
め
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
相
談
業
務
、

管
理
運
営
業
務
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
過
程
で
諸
先
輩
方
に
助
言
、
指
導

を
頂
い
た
こ
と
で
今
日
の
自
分
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
さ
て
、
こ
れ
か
ら
八
重
桜
グ
ル
ー

プ
は
新
た
な
事
業
を
展
開
し
つ
つ
大
き
な
変
革

時
期
に
突
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
グ
ル
ー

プ
と
し
て
そ
の
展
開
に
対
応
で
き
る
職
員
力
を

ど
れ
だ
け
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
八
重
桜
グ
ル
ー
プ
に
て
週
二
回
桜
塾

と
い
う
職
員
全
体
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
現
任
研
修
と
い
う
形
で
、介
護
技
術
、

知
識
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ナ
ー
、
医
療
知
識
等
の
内

容
を
実
践
を
交
え
て
研
修
・
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
の
目
的
は
、
介
護
技
術
、
知
識
向

上
は
も
と
よ
り
、
よ
り
利
用
者
様
に
喜
ん
で
頂

く
に
は
ど
う
い
っ
た
お
も
て
な
し
が
必
要
な
の

か
を
考
え
て
い
く
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
点
は
、
職
員
が
主
体
性
を
も
つ
よ
う

に
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
位
置
付
け
た
職
員

が
現
任
研
修
を
開
催
し
、
職
員
自
身
が
運
営
す

る
研
修
体
制
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
外
部
研
修
、
外
部
講
師
を
招

い
た
研
修
も
開
催
し
よ
り
専
門
性
を
高
め
て

い
ま
す
。
私
自
身
が
今
ま
で
先
輩
か
ら
教
え

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
職
員
の
方
々
へ
伝

え
て
い
く
こ
と
が
私
の
役
割
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
後
八
重
桜
グ
ル
ー
プ
は
、
人
材
教
育
に
更

に
力
を
入
れ
利
用
者
様
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る
お

も
て
な
し
を
提
供
で
き
る
よ
う
、「
八
重
桜
を

利
用
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。


